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った。また，管理職の先生に何とかならないかと掛け合ってくださったこともあったと，後で知った。先生方だ
けでなく，保護者の中にも励ましてくださる方，そして，生徒に励まされることもあった。PTAの集まりのとき
に「遠慮せずにできることがあったら言ってください。」と言ってくださる保護者の方。終学活が終わって教室
を掃除していると，「先生一緒に掃除するよ。」と言って一緒に掃除や机椅子の整頓をしてくれる生徒。本当に
ありがたかった。どれだけ助けられたか。今でも忘れられない。そして，自分もこの先生方や保護者，生徒たち
のように，優しく声を掛けたり，励ましたりできる人になりたいと思った。 
そして，7年前，現在勤務している学校に赴任した。校長先生から，「10年後，先輩の先生はいなくなってい
る。今すべきことは何か？」と毎日のように言われた。そんな中で，あるプロジェクトが立ち上がった。若手で
学校を盛り上げるプロジェクト。中堅の先生の中の一人がリーダーとなり，学校をよくするためにどうすれば
よいか考えていこうというものだった。若手・中堅教員１０名弱で意見を出し合った。実際にその中で話し合
ったことが現実になったこともあったが，残念ながら学校全体の場で反対意見が出て実現しなかったこともあ
った。しかし，初任の学校でのくす玉のときと同じように，ワクワクした。他にもたくさん学んだことがある。
教科の枠を超えて，授業のアドバイスをしたり，授業に関わったりすること。職員室で生徒の情報交換もたく
さん行った。良情報の交換だ。学年を超えて運動会や文化祭に同じ取り組みをしていくことも自然と行ってい
た。みんなで一緒に取り組んでいるという感じが本当にあった。 
生徒は先生の姿を見ている。先生自身の姿はもちろん，生徒と先生との関わり，先生と先生の関わりなども
含めてである。楽しそうにしている姿，前向きに頑張る姿，励まし合う姿，アドバイスする姿，何事にも誠実な
姿など，身近な大人の姿を見ることで，周りの人との関わり方や人としてあるべき姿を学ぶことができるであ
ろう。24 年間で関わった方々が私に示してくれたように，生徒たちや後輩の先生方によい姿を見せられるよう
な教員でありたいと思う。 
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角田弘枝：中堅教員になって
